








緒言 

 長崎県では,小児科医と産科医の協力のもとに,乳児ビタミン K(VK)欠乏性出血症の予防

目的のために,昭和 56 年 4 月から,出生日と産科退院時の 2回にわたりVK の予防投与をす

すめている。さらに,尿中 Gla 量の測定による予防投与方法の結果などをもとに,昭和 60

年 1月から,乳児VK欠乏性出血症の予防をより確実なものとするため,1ヵ月時での3回目

投与を推奨している。また,新生児出血症(Hemorrhagic Disease of the Newborn,HDN)の予

防も必要であると考え,できる限り出生日の予防投与を行うようにしている。今回は,3 回

目投与の普及状況をふくめた予防投与の現状と,HDN や乳児 VK 欠乏性出血症への予防効果

について報告する。 


